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会員数（３月末日現在）男 528名 女 327名 計 855名

 危機意識　普段の備えに　憂いなし

	 2	 新年度に向けて
	 3	 これからシルバー応援フェスタ
	 4	 令和３年度安全管理委員会の取り組み
	 5	 令和２年度事故対応一覧

	6～7	 こんな仕事をしています
	 8	 地域班活動にご協力を
	 9	 事務局職員紹介
	 10	 定時社員総会のお知らせ

今号の主な内容

襖・障子等張替え業務の
就業会員

入会説明会日程は
６ページをご覧ください

会員大募集中

張替え技能を身につけ張替え技能を身につけ
一緒に働きませんか！一緒に働きませんか！　…詳しくは６ページへ
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忘れるな！　基本動作と　危険予知！指さしで　安全確認　事故防ぐ

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
当
初
の

予
定
通
り
に
開
催
で
き
な
か
っ
た

な
ど
、
私
達
の
生
活
を
く
る
わ
せ

て
し
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
、
高
齢
者
対
象
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
間
近
と
き
き
、
な
ん

と
か
以
前
の
日
常
生
活
に
戻
れ
そ

う
な
期
待
が
少
し
ず
つ
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

も
、
も
う
し
ば
ら
く
の
間
、
気
を

抜
か
ず
予
防
へ
の
対
策
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
よ
り
令
和
７
年
ま

で
の
５
年
間
、
第
３
期
中
期
計
画

に
基
づ
い
た
事
業
運
営
が
始
ま
り

ま
す
。
前
計
画
よ
り
継
承
し
た
５

つ
の
基
本
方
針
を
柱
と
し
て
、
セ

ン
タ
ー
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
、政
府
が
種
々

の
視
点
か
ら
働
き
方
の
多
様
化
を

提
示
し
て
い
る
今
の
状
況
下
で
、

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
、
地

域
貢
献
の
理
念
を
貫
く
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
責
任
は

一
層
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
く
減
少

し
た
昨
年
の
事
業
実
績
で
す
が
、

第
３
期
中
期
計
画
の
初
年
と
な
る

今
年
度
、
以
下
の
こ
と
も
新
し
い

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹
介

致
し
ま
す
。「
新
し
い
生
活
様
式
」

で
は
必
須
と
さ
れ
る
、
会
員
専
用

サ
イ
ト
で
効
率
的
な
就
業
情
報
を

確
認
で
き
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
け
る
ｗ
ｅ
ｂ
受
注
や
ｗ
ｅ

ｂ
入
会
な
ど
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
年
間
で
「
就
業
開

拓
推
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
就
業
機
会
創
出
員
・
役
職
員
・

事
務
局
が
習
得
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
な

ど
、
事
業
好
転
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
こ
そ
は
、
研
修

会
・
講
習
会
・
社
会
奉
仕
活
動
・

親
睦
会
・
各
イ
ベ
ン
ト
等
を
再
開

す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
念
じ
、

そ
の
折
に
は
会
員
皆
様
の
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
度
あ
る
ご
と
に
皆
様
に

申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
を
も
う
一

度
。「
常
に
心
・
時
間
・
体
力
に

ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
動
し
て
下
さ

い
。」
焦
り
は
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
我
が
身
を
大
事
に
し
て
、

日
々
の
活
動
を
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
12
月
期（
12
月
18
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
２
年

11
月
分
）
の
報
告

◦
安
全
管
理
委
員
会
の
報
告

◦
役
員
選
考
委
員
会
の
報
告

◦
令
和
２
年
度
会
計
及
び
業
務

中
間
監
査
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
２
年

12
月
分
）
の
承
認

◦
令
和
３
年
度
予
算
編
成
方
針

◦
第
３
期
中
期
計
画
の
策
定

◦
「
会
員
拡
大
に
か
か
る
会
員

表
彰
基
準
」
の
制
定

◦
「
事
務
局
長
採
用
等
の
特
例

に
関
す
る
要
綱
」
及
び
「
職

員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
基

準
」
の
一
部
改
正

令
和
３
年
１
月
期（
１
月
25
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
２
年

12
月
分
）
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
３
年

１
月
分
）
の
承
認

◦
令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算

の
承
認

◦
第
３
期
中
期
計
画
の
承
認

◦
令
和
３
年
度
主
要
事
業
実
施

予
定
表
の
承
認

令
和
３
年
２
月
期（
２
月
22
日
）

報
告
事
項

◦
事
務
局
の
報
告

◦
事
業
実
施
状
況
（
令
和
３
年

１
月
分
）
の
報
告

◦
広
報
部
会
の
報
告

◦
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事

の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

協
議
事
項

◦
正
会
員
の
入
会
（
令
和
３
年

２
月
分
）
の
承
認

◦
令
和
３
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
・
資
金
調
達
及
び
設

備
投
資
の
見
込
み
の
承
認

新
年
度
に
向
け
て

会
長
　

会
長
　
河
野

　
昌
子

　
　

河
野

　
昌
子

　
　

理
事
会
の
動
き
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社
会
奉
仕
活
動
報
告

社
会
奉
仕
活
動
報
告

　

令
和
２
年
度
の
襖
班
で
の
社
会
奉
仕

活
動
と
し
て
、
２
月
１
日
（
月
）
に
シ

ル
バ
ー
ハ
イ
ツ
さ
ざ
ん
か
の
襖
の
張
替

え
を
会
員
計
３
名
で
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

―
襖
張
り
替
え
―

　

去
る
２
月
16
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
や
魅
力

に
つ
い
て
、
地
域
の
シ
ル
バ
ー
世
代
に

知
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
た

『
こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
応
援
フ
ェ
ス
タ
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
河
野
会
長
よ
り
清
瀬
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
概
要
や
、
い
き

い
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
々

の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
毒
蝮
三
太
夫

さ
ん
の
講
演
で
は
、
軽
快
な
毒
舌
ト
ー

ク
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
の
あ
ち
こ
ち

で
笑
い
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
体
力
測

定
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加

頂
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
満
席
で
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
友
達
の
な
り
す
ま
し

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を

盗
ま
れ
る
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
、
次
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
パ
ス
ワ
ー
ド
は
単
純
な
文
字
列
を
使
用

し
な
い
。
使
い
ま
わ
さ
な
い
。

②
怪
し
い
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い

た
ら
ま
ず
疑
う
。

③
疑
わ
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
。

④
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
い
て
も
ロ
グ
イ
ン
情
報
を

入
力
し
な
け
れ
ば
大
丈
夫
。
ペ
ー
ジ
を

閉
じ
ま
し
ょ
う
。

ア
カ
ウ
ン
ト
泥◎

棒◎

に

�

ご
用
心
！

“
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
？
”

自
分
の
身
を
守
る
、

４
つ
の
立
ち
止
ま
り
ポ
イ
ン
ト

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
市
内
一
斉
清
掃
を
始
め
、
防

犯
灯
見
守
り
隊
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

活
動
計
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
未
だ
確
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
各
活
動
の
詳
細
が

決
定
し
次
第
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
3
年
度 

社
会
奉
仕
活
動
計
画



シ ル バ ー き よ せ 令和３年４月発行 （4）第166号

　

会
員
の
皆
様
に
は
安
全
就
業
に
つ
き
ま

し
て
、
平
素
よ
り
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
傷
害
事
故
３
件
（
対
前

年
度
比
１
件
増
加
）、賠
償
事
故
０
件
（
対

前
年
度
比
２
件
減
少
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
傷
害
・
賠
償
事
故
「
ゼ

ロ
」
を
目
標
に
、
安
全
就
業
に
努
め
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

１
、
事
業
の
基
本
方
針

　

会
員
の
安
全
就
業
、
就
業
途
上
の
事
故

防
止
、
健
康
管
理
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
就
業
中
の
傷
害
・
賠
償
事
故
、
自

転
車
運
転
の
人
身
賠
償
事
故
、
機
械
作
業

に
よ
る
傷
害
・
賠
償
事
故
等
の
防
止
対
策

に
向
け
て
安
全
就
業
推
進
員
と
連
携
し
て

会
員
の
健
康
管
理
の
奨
励
を
図
る
と
と
も

に
、
安
全
対
策
を
検
討
し
、
安
全
就
業
の

向
上
を
目
指
す
。

２
、
事
業
の
実
施
計
画

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
を
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
そ
の
都
度
問
題
点
を

追
求
し
な
が
ら
内
容
の
充
実
を
図
る
。

（
１
）�

安
全
管
理
委
員
会
と
安
全
就
業
推

進
員
と
の
連
携
を
密
に
し
、
安
全

対
策
の
充
実
を
図
る
。

（
２
）�「
安
全
就
業
強
化
月
間
」（
７
／
１

～
７
／
31
の
１
ヶ
月
）
を
設
定
し
、

「
強
化
月
間
懸
垂
幕
」・「
安
全
の
ぼ

り
旗
」
を
掲
揚
し
て
、
会
員
へ
の

啓
発
普
及
活
動
に
努
め
る
。

（
３
）�

就
業
現
場
へ
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

毎
月
（「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
は

月
２
回
）
実
施
し
、
就
業
環
境
や

安
全
具
の
着
用
の
ほ
か
、
安
全
対

策
の
点
検
・
指
導
に
努
め
る
。

（
４
）�

会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
安
全

ニ
ュ
ー
ス
」
で
会
員
の
安
全
就
業
、

未
然
事
故
防
止
対
策
を
掲
載
し
て

安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

（
５
）�「
自
転
車
運
転
講
習
会
」・「
運
転
適

性
診
断
講
習
会
」
な
ど
の
開
催
に

努
め
る
。

（
６
）�

安
全
標
語
の
募
集
に
努
め
る
。（
東

京
し
ご
と
財
団
に
応
募
）

（
７
）�

傷
害
・
賠
償
事
故
者
と
の
面
談
を

実
施
し
、今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
。

（
８
）�

財
団
「
安
全
就
業
推
進
大
会
」・
第

５
地
域
「
安
全
就
業
推
進
の
つ
ど

い
」
な
ど
に
参
加
し
、
安
全
知
識

令
和
３
年
度 

安
全
管
理
委
員
会
の
取
り
組
み

　

安
全
管
理
委
員
会
で
選
考
の
結
果
、

合
計
１
３
３
作
品
の
中
か
ら
次
の
標
語

が
選
ば
れ
、
東
京
し
ご
と
財
団
へ
推
薦

い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
財
団
テ
ー
マ

「
危
険
予
知
」

最
優
秀
賞

危
機
意
識
　普
段
の
備
え
に　憂

い
な
し

�

尾
嵜　
　

巌

優
秀
賞

忘
れ
る
な
！
　基
本
動
作
と

危
険
予
知
！

�

小
澤　

勝
美

佳
作
賞

指
さ
し
で
　安
全
確
認
　事
故
防
ぐ

�

足
立　

陽
子

◎
清
瀬
市
テ
ー
マ

　「
私
の
健
康
管
理
」

最
優
秀
賞

身
の
安
全
　自
分
で
守
ら
ず誰

が
見
る

�

佐
藤　
　

悟

優
秀
賞

健
康
と
　一
緒
に
歩
く
　散
歩
道

�

増
田　

修
一

佳
作
賞

続
け
よ
う
　が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い軽

体
操

�

桝
井
ミ
ツ
ヱ

安
全
標
語
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

身の安全　自分で守らず　誰が見る健康と　一緒に歩く　散歩道

の
共
有
に
努
め
る
。

（
９
）�

市
主
催
の
市
民
健
康
診
断
な
ど
を

積
極
的
に
受
診
す
る
よ
う
に
奨
励

し
、
独
自
に
作
成
し
た
健
康
状
態

チ
ェ
ッ
ク
表
の
活
用
を
推
進
す
る
。

（
10
）�

シ
ル
バ
ー
会
員
体
力
測
定
会
を
実

施
す
る
。

（
11
）�

作
業
別
基
準
（
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

を
作
成
し
て
、点
検
・
指
導
に
努
め
る
。

（
12
）�

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
活
動
と
し
て
情
報

収
集
し
分
析
に
努
め
る
。

（
13
）�

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
。（
危

険
の
芽
「
リ
ス
ク
」
を
見
つ
け
出

し
対
策
を
講
じ
る
。）

（
14
）�

安
全
就
業
基
準
、
作
業
別
安
全
就

業
基
準
の
遵
守
徹
底
の
推
進
、
定

着
に
努
め
る
。

（
15
）�

入
会
希
望
者
・
既
存
会
員
を
対
象
に

安
全
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

　
　「
健
康
審
査
」

の
お
知
ら
せ

　

清
瀬
市
で
は
、
年
齢
に
応
じ
た
健
康
診
査

を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
頃
の

健
康
管
理
と
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
必
ず
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
健
康
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

清
瀬
市
役
所　

☎
４
９
２
―
５
１
１
１
㈹
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健康と　一緒に歩く　散歩道

事故事例を皆様にお知らせします。事故防止のための参考にしてください。
★傷害事故
月 事　故　内　容 考えられる主な原因 安全管理委員会の対応策指導

11
月

作業場の外に置かれたリサイクル自転車用
の自転車から部品を外した後、作業場まで
の通路を歩いていたところ、茂っていた雑
草に足をとられ転倒した。

転倒時の受け身がうま
くいってなかったため、
また雑草を伸びたまま
放置していたため。

①１人KYを実践し、就業場所に潜む危険性を
日頃から意識する。
②就業場所の４S（整理・整頓・清潔・清掃）
を心がける。
③作業別安全基準・安全10ヶ条の遵守。

１
月

中学校の職員室へ文書を届けた帰り、下駄
箱で靴に履き替えバイクに乗ろうと駐輪場
に続くスロープに向かい歩いていたが、ス
ロープの段差に気が付かず直進しようと右
足を出したところ、段差に躓く形で右足を
内側に捻ってしまった。

次の配達先に向かわな
くてはいけないと気が
急いていた。

①１人KYを実践し、就業場所に潜む危険性を
日頃から意識する。
②時間に余裕を持った行動を心がける。

令和２年度

事故対応一覧 安全心得10ヶ条の遵守を!!

　

３
月
11
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
松
山
公
園
に
お
い
て
、
急
増
し
て
い

る
自
転
車
事
故
防
止
の
た
め
、
東
村
山
警
察
署
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し

ま
し
た
。

　

公
園
に
ラ
イ
ン
で
作
成
し
た
コ
ー
ス
を
実
際
に
運
転
し
、
自
転
車
の
安

全
な
乗
り
方
、
正
し
い
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
確
認
し

ま
し
た
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

・�
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
・
交
差
点
で
の
信

号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用　

日
頃
就
業
途
上
等
で
乗
り
慣
れ
て
い

る
自
転
車
で
す
が
、
正
し
い
知
識
と
経

験
を
も
っ
て
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
転
車
の
無
料
点
検
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
自
転
車
リ
サ
イ
ク

ル
班
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

３
月
19
日
（
金
）、
松
山
集
会
所

に
お
い
て
実
施
し
、
運
転
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
方
を
中
心
に
、
25
名
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
転
適
性
診
断
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
身
体
機
能
の
測
定
と
認
知
機
能

の
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
診
断

は
運
転
技
量
の
上
手
下
手
を
評
価
す

る
も
の
で
は
な
く
、
運
転
者
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
事
故
に
つ
な
が
る
自

身
の
「
癖
」
を
理
解
し
、
交
通
安
全

に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
診
断
を
、

み
な
さ
ま
の
気
付
き
の
機
会
と
し
て
、

一
層
の
安
全
運
転
に
取
り
組
み
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
運
転
交
通
安
全
教
室

高
齢
運
転
者

安
全
運
転
機
能
診
断



こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

シ ル バ ー き よ せ 令和３年４月発行 （6）第166号

続けよう　がんばりすぎない　軽体操危機意識　普段の備えに　憂いなし

「
襖
・
障
子
等
張
替
え
業
務
」

並
木
　
良
治

　

襖
張
替
え
作
業
班
は
、
現
在
４
人

で
セ
ン
タ
ー
隣
の
作
業
所
で
、
順
番

制
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
に
仕
事
の
依
頼
が
有
り
ま

す
と
、
連
絡
を
も
ら
い
、
お
客
さ
ん

の
お
宅
に
伺
っ
て
見
積
り
し
ま
す
。

　

合
意
を
得
て
襖
や
障
子
等
を
持
ち

帰
り
、
悪
い
所
が
あ
れ
ば
、
補
修
し

て
張
替
え
ま
す
。
納
品
し
て
元
の
所

に
戻
し
立
て
付
け
し
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
か
ら
部
屋
が
明
る
く

な
っ
た
と
喜
ば
れ
た
時
は
、
仕
事
に

や
り
が
い
が
出
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
お
客
さ
ん
の

為
に
知
意
と
経
験
を
活
か
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

作
業
所
が
２
階
で
す
の
で
、
積
み

降
ろ
し
の
時
に
は
、
階
段
を
使
う
の

で
、
重
い
板
戸
を
持
ち
運
ぶ
時
に
は

足
元
に
注
意
し
て
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
続
け
て
い

く
に
は
、
足
腰
を
強
く
す
る
様
に
休

み
の
日
に
は
散
歩
を
し
た
り
、
手
軽

に
で
き
る
運
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

北
島

　
進

　

仕
事
す
る
き
っ
か
け
は
、
66
歳
に

な
っ
て
か
ら
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張

替
え
講
習
の
募
集
が
あ
り
申
し
込
み

し
た
と
こ
ろ
受
講
が
決
ま
り
、
東
京

し
ご
と
財
団
、
Ｊ
Ｒ
中
央
総
武
線
飯

田
橋
駅
を
下
車
し
、
講
習
会
場
で
約

１
０
０
日
間
通
い
無
事
終
了
と
な
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
今
年
で
20
年
目
で
す
。

　

私
達
の
仕
事
は
室
内
に
入
っ
て
の

作
業
で
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
、
ま
だ
安
心
し
て
生
活

で
き
る
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理
、

周
囲
や
お
客
さ
ん
に
迷
惑
か
け
ず
今

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
熱
中

症
に
負
け
ず
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

シ
ル
バ
ー
会
員
大

入
会
説
明
会
日
程

＊�

毎
月
原
則
第
１
月
曜
日
、
13
時
30
分
よ
り
、
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
５
月
６
日
（
木
）

令
和
３
年
６
月
７
日
（
月
）

令
和
３
年
７
月
５
日
（
月
）

令
和
３
年
８
月
２
日
（
月
）

令
和
３
年
９
月
６
日
（
月
）

持
ち
物

①
年
度
会
費　

２
０
０
０
円

②
身
分
証
明
書

③
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
貯
金
通
帳

④
印
鑑

⑤�

緊
急
連
絡
先
、
免
許
・
資
格
取
得
年
月
日
、
主
な
職

歴
を
記
入
す
る
た
め
の
メ
モ

＊
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会員紹介カードを利用して
社会参加の輪を広げよう！

あ
な
た
の
お
近
く
に
い
ま
せ
ん
か
？

　

★
市
内
在
住

　

★
原
則
60
歳
以
上

　

★
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　

お
友
達
、
お
知
り
合
い
の
方
に
、
シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会

の
お
誘
い
・
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

○
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
最
適

　
　
　
　
　
　

○
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　

○
経
験
や
技
術
が
生
か
せ
ま
す

声かけの
ポイント

会員紹介カード
入会説明会の詳細は事務局までお問
合せください。

公益社団法人
清瀬市シルバー人材センター
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危機意識　普段の備えに　憂いなし

と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
こ
れ
か
ら
も
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
仕
事
頑
張
っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

佐
藤
　
博
人

　

こ
の
仕
事
を
始
め
て
７
年
目
で
す
。

　

最
初
に
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
で

１
ヶ
月
程
度
講
習
を
受
け
、
襖
と
障

子
の
張
替
え
の
基
本
的
な
技
術
を
学

び
ま
す
。

　

さ
ら
に
約
１
ヶ
月
先
輩
方
に
付
い

て
実
際
の
現
場
で
仕
事
の
手
順
を
学

ん
で
か
ら
、
初
め
て
一
人
で
始
め
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま

で
を
一
人
で
や
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

に
仕
事
の
依
頼
が
入
る
と
、
自
分
で

お
客
様
と
日
時
を
決
め
訪
問
し
、
そ

の
場
で
見
積
金
額
と
出
来
上
が
り
の

日
時
を
提
示
の
上
、
了
承
頂
い
て
か

ら
運
び
出
し
、
セ
ン
タ
ー
の
２
階
で

作
業
を
し
ま
す
。
完
成
し
た
も
の
を

お
客
様
宅
の
元
々
あ
っ
た
場
所
へ
納

め
て
終
了
。

　

こ
の
仕
事
は
常
に
他
人
の
住
居
に

入
る
こ
と
が
多
く
、
物
の
移
動
が
楽

に
出
来
る
家
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
絶
対
住
居
に
傷
を
付
け
な

い
事
、
常
に
お
客
様
へ
親
切
な
対
応

が
出
来
る
よ
う
に
、
当
然
仕
事
は
常

に
基
本
に
忠
実
に
丁
寧
に
作
業
す
る

事
を
、
で
き
る
だ
け
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　

大
変
な
仕
事
で
す
が
、
出
来
ば
え

に
お
客
様
が
喜
ば
れ
た
時
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。

中
野

　
康
民

　

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
り
、
今
年
で

９
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

襖
班
で
、
襖
・
障
子
・
網
戸
の
作

業
を
さ
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

　

人
生
勉
強
の
宝
庫
だ
と
、
個
人
的

に
は
思
っ
て
居
り
ま
す
。

　

各
々
の
方
々
が
、
今
を
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。

　

是
非
と
も
機
会
を
作
っ
て
見
学
に

来
て
下
さ
い
。
元
気
が
出
る
と
思
い

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
方
、
地
域
の

皆
々
様
方
に
幸
あ
れ
。

　

今
日
も
一
日
笑
顔
で
ほ
ん
の
少
し

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

12月から２月の入会者です。よろしくお願いします。

新
し
い
仲
間

元
町

　

坂
本　
　

詔

上
清
戸

　

柴
田　

優
子

下
清
戸

　

大
野　

純
二

　

芳
賀　

俊
輔

旭
が
丘

　

大
橋　

偉
二

　

髙
田　

広
三

中
里

　

川
島　
　

智

松
山

　

五
十
嵐
政
雄

竹
丘

　

金
井
千
代
子

　
佐
々
木
喜
美
雄

講習会を受けて講習会を受けて
一緒に働きませんか？一緒に働きませんか？

令
和
３
年
度
就
業
支
援
講
習

「
襖
の
張
替
え
・
障
子
の
張
替
え
」

　
襖
（
襖
・
戸
襖
・
太
鼓
襖
）
及
び

障
子
の
張
替
え
を
行
う
た
め
に
必
要

な
知
識
・
技
能
を
学
び
ま
す
。

◎
専
用
の
作
業
台
を
使
用
し
、
糊
練

り
、
襖
紙
の
準
備
等
全
て
の
作
業
を

一
人
で
行
い
ま
す
。

会
場　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�

（
飯
田
橋
）

日
程　

７
月
27
日
（
火
）

�

～
９
月
１
日
（
水
）

　
　
　

＊�

詳
細
は
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　

�

５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
事
務

局
へ
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忘れるな！　基本動作と　危険予知！指さしで　安全確認　事故防ぐ

地
域
班
活
動
に
ご
協
力
を

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
正
・
副
地
域
班
長
は
次
の
方
々
で
す
。

（
任
期
：
２
年
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

元
町
　
班
長

鈴
木
　
孝
之

元
町
　
副
班
長

染
川
　
知
子

元
町
　
副
班
長

市
川
　
孝
彦

上
清
戸
　
班
長

浜
平
　
　
健

上
清
戸
　
副
班
長

須
藤
　
利
男

中
清
戸

　
班
長

岩
﨑
ひ
で
子

中
清
戸

　
副
班
長

網
本

　
義
峰

中
清
戸
　
副
班
長

渡
辺
　
和
子

下
清
戸
　
班
長

高
江
洲
義
盛

下
清
戸
　
副
班
長

久
我
　
輝
夫

下
宿
　
班
長

増
子
　
　
勉

下
宿
　
副
班
長

高
田
　
克
之

旭
が
丘
　
班
長

堀
川
　
行
男

旭
が
丘
　
副
班
長

飯
田
　
欽
持

旭
が
丘

　
副
班
長

尾
嵜

　
　
巌

旭
が
丘

　
副
班
長

中
川

　
正
行

旭
が
丘
　
副
班
長

笹
本
　
　
攻

中
里
　
班
長

佐
藤

　
　
洋

中
里
　
副
班
長

若
宮
　
　
誠

中
里
　
副
班
長

清
水
　
清
香

中
里
　
副
班
長

八
代
　
啓
一

野
塩
　
班
長

磯
部
　
留
男

野
塩
　
副
班
長

吉
成
　
芳
郎

野
塩

　
副
班
長

福
島

　
猷
介

松
山

　
班
長

馬
場

　
柾
明

松
山
　
副
班
長

田
嶋
　
　
昭

松
山
　
副
班
長

大
井

　
　
和

竹
丘
　
班
長

菅
原
　
憲
視

竹
丘
　
副
班
長

山
下
　
清
仁

竹
丘
　
副
班
長

木
谷
　
洋
生

竹
丘
　
副
班
長

佐
藤
　
和
子

竹
丘
　
副
班
長

髙
野
　
光
男

梅
園

　
班
長

宇
津
木
秀
邦

梅
園

　
副
班
長

北
島

　
英
樹

就
業
情
報

○
屋
内
外
清
掃
作
業

○
除
草
作
業

○
夜
間
窓
口
受
付
業
務

○
違
法
駐
輪
防
止
指
導
業
務

○
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
修
理
・
運
搬
等

○
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

○
ウ
エ
ス
加
工

○
市
報
仕
分
・
配
布
業
務

（
４
月
９
日
現
在
）

＊�

最
新
の
就
業
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
就
業
情
報
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
及
び
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
等
掲

示
板
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
原
則
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
更
新
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://w
ebc.sjc.ne.jp/kiyose

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

０
８
０
０
︱
８
０
０
︱
１
１
１
３

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
「
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ
」
や
「
配
分
金
明
細
」
な
ど

を
確
認
で
き
ま
す
。
今
後
、
最
新
の
就
業

情
報
も
こ
ち
ら
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
予
定
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
４
２
―
４
９
４
―
０
９
０
３

S
m

ile to S
m

ile

（
ス
マ
イ
ル 

ト
ゥ 

ス
マ
イ
ル
）

サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い



原
稿
募
集

事
務
局
職
員
紹
介
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指さしで　安全確認　事故防ぐ

主
事
　
山
下
　
義
朋

　

セ
ン
タ
ー
主
事
の
山
下
で
す
。
早
い
も

の
で
今
年
入
社
８
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

年
齢
も
昨
年
30
歳
と
な
り
、
い
つ
ま
で
も

若
者
気
分
で
は
い
ら
れ
な
い
な
ぁ
と
最
近

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
市
報
な
ど
の
広
報
紙
配
布
業
務
、

一
般
家
庭
の
掃
除
洗
濯
な
ど
の
家
事
援
助

業
務
や
大
工
・
塗
装
な
ど
の
職
人
仕
事
を

中
心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
業

開
拓
な
ど
の
事
業
の
運
営
に
係
る
こ
と
や

安
全
就
業
に
関
す
る
こ
と
全
般
に
も
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
ま
だ
ま
だ
、
力
仕
事
や
パ
ソ
コ
ン

に
係
わ
る
こ
と
な
ど
雑
多
な
業
務
も
多
く
、

仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り
充
実
し
た
毎
日
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
音
楽
が
好
き
で
、

大
学
時
代
は
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
で
ド
ラ
ム

の
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
週
末

は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
遊
び
に
出
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
こ
こ

１
年
出
歩
け
な
く
て
悲
し
い
で
す
。
最
近

は
お
う
ち
時
間
が
増
え
、
何
か
他
に
創
作

系
の
趣
味
が
ほ
し
く
な
っ
た
の
で
、
小
学

生
の
こ
ろ
没
頭
し
て
い
た
ユ
ニ
ッ
ト
折
り

紙
の
熱
が
再
燃
し
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う

に
図
書
館
で
専
門
書
を
借
り
る
手
間
も
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
作
り
た
い
モ

ノ
の
図
面
が
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な

り
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
好
き

な
音
楽
を
流
し
な
が
ら
毎
日
チ
マ
チ
マ

作
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
こ
れ
を
見
て

頂
く
事
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
後
の
目
標
で
す
が
、
担
当
し

て
い
る
業
務
を
正
確
に
こ
な
す
こ
と
と
共

に
、
近
年
急
速
に
進
化
を
続
け
て
い
る
Ｉ

Ｔ
技
術
の
分
野
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を

進
め
、
会
員
さ
ん
か
ら
も
利
用
者
さ
ん
か

ら
も
今
ま

で
以
上
に

便
利
だ
と

感
じ
ら
れ

る
事
業
運

営
を
目
指

し
て
職
務

に
あ
た
り

た
い
と
考

え
て
お
り

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
活
動
の
際

に
は
、
必
ず
会
員
証
の
携
帯
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
紛
失
や
汚

損
の
場
合
は
、
再
発
行
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
会
時
に
お
届
け
い
た

だ
い
た
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た

際
は
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
特
に
緊
急
連
絡

先
は
、
緊
急
時
の
対
応
で
、
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
証
と
一
緒
に
携
帯

を
お
願
い
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

カ
ー
ド
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
紛

失
な
ど
で
お
手
元
に
な
い
方
は
、

改
め
て
お

渡
し
い
た

し
ま
す
の

で
、
事
務

局
ま
で
お

申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

俳
句
や
短
歌
、
詩
、
旅
行
記
や
身
近

な
話
題
、
ふ
る
さ
と
自
慢
や
趣
味
の
話
、

写
真
や
絵
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

仲
間
と
話
題
を
共
有
し
て
、
会
報
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
！

　

原
稿
は
５
０
０
字
以
内
で
、
メ
ー
ル

又
は
事
務
局
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

会

員

証
は

�

お
持
ち
で
す
か
？

令和２年度事業実績等 
（令和３年２月）

■会員数	 875人
　（目標値	 974人）
　 達成率	 89.8％
■契約金額	 278,325千円
　（目標値	 330,027千円）
　 達成率	 84.3％
■就業率	 79.0％
　（目標値	 85.0％）
　 達成率	 92.9％

　
　

事
務
局
だ
よ
り

　

事
務
局
職
員
と
し
て
、
宮
田
浩
行
氏
に

４
月
１
日
よ
り
、
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



提

案

箱

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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新
年
度
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
で
ご
活

躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
月
頃
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
発
症
が
確
認
さ
れ
、
緊
急
事
態

宣
言
下
で
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
為

に
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
感
染
は
徐
々
に
拡
大

し
、
今
年
１
月
に
再
び
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
都
で
は
新
規
感
染

者
数
が
１
日
に
２
千
人
を
超
え
、
医

療
崩
壊
寸
前
と
な
り
ま
し
た
。
３
月

中
旬
で
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
変
異
型
の
流
行
で
更
に
拡
大
の

不
安
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
様
々
な
行
事
等
が
中
止

と
な
り
、
事
業
運
営
も
厳
し
い
状
況

の
１
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
２
月

中
旬
に
医
療
従
事
者
か
ら
始
ま
り
、

高
齢
者
は
４
月
末
か
ら
と
の
事
で
若

干
な
り
と
も
明
る
い
兆
し
が
見
え
そ

う
で
す
。

　

又
７
月
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
世
界
中
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
が

予
断
を
許
さ
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、

安
全
・
安
心
な
開
催
に
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
今
後
も
継
続
し
、

私
達
会
員
１
人
１
人
が
コ
ロ
ナ
を
克

服
し
、
１
人
で
も
仲
間
を
増
や
し
、

新
年
度
に
向
け
て
楽
し
い
シ
ル
バ
ー

に
盛
り
上
げ
、
な
お
一
層
頑
張
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。　
　

�（
広
報
部
会
）

身の安全　自分で守らず　誰が見る

　

セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
提
案
や
ご

意
見
等
を
い
た
だ
く
た
め
の
提
案
箱
を
事
務
所
出
入
口
の
脇

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

提
案
用
紙
の
様
式
や
記
名
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

定
時
社
員
総
会
の
お
知
ら
せ

　

第
11
回
定
時
社
員
総
会
に
つ
い
て
、
６

月
23
日
（
水
）
午
後
２
時
よ
り
、
清
瀬
市

こ
ろ
ぽ
っ
く
る
セ
ン
タ
ー
（
中
清
戸
３
丁

目
、
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）
に
て
、
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

委
任
状
ま
た
は
議
決
権
行
使
書
の
活
用
を

で
き
る
限
り
ご
考
慮
く
だ
さ
い
。
委
任
状

ま
た
は
議
決
権
行
使
書
を
ご
提
出
い
た
だ

い
た
場
合
に
は
、
当
日
の
来
場
は
不
要
で

す
。

　

な
お
、
総
会
が
成
立
す
る
に
は
、
会
員

の
過
半
数
の
出
席
（
委
任
状
等
を
含
む
）

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
議
案
の
決
議
に
は

出
席
し
た
過
半
数
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

各
会
員
の
方
は
、
各
議
案
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
の
議
決
を
行
使
す
る
権
利
を
有

し
て
い
ま
す
が
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
場

合
の
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ

の
選
択
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
議
決
権
を
代
理
人
に
よ
っ
て
行

使
す
る
方
法
で
す
。
い
わ
ゆ
る
委
任
状
に
よ

り
議
案
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
付
託
で
き

ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
の

方
法
で
す
。
す
な
わ
ち
、
各
議
案
ご
と
の
賛

否
を
ご
自
分
で
意
思
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

総
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
委
任
状

ま
た
は
議
決
権
行
使
書
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

委
任
状
に
よ
り
代
理
人
が
す
べ
て
に
責
任

を
も
ち
、
ま
た
議
決
権
行
使
書
の
賛
否
は
そ

の
通
り
行
使
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
で

も
総
会
に
出
席
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
票

数
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
委
任
状
を
記
入
し
た
会
員
は
、
議
決
権
行

使
書
は
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
費
納
入
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
年
会
費
２
千
円
は
、
会

費
規
程
に
よ
り
５
月
末
日
ま
で
に
お
支
払

い
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

４
月
に
就
業
さ
れ
て
い
る
方
は
、
５
月

に
支
払
わ
れ
る
配
分
金
か
ら
控
除
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
未
就
業
の
方
は
大
変

恐
縮
で
す
が
事
務
局
ま
で
直
接
納
入
、
ま

た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
て
お
振
込
み
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
お
振
込
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の
お

振
込
み
明
細
を
も
っ
て
、
領
収
証
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
費
の
使
途
は
シ
ル
バ
ー
保
険

料
等
の
一
部
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

▼
口
座
番
号

�

０
０
１
８
０
―
０
―
１
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１
８
８
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▼
口
座
名
義

　
公
益
社
団
法
人

�

清
瀬
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

編
　
集
　
後
　
記


